




































































































































































区画の呼称 １辺の長さ 区画数 区画コード 備　考
第一次地域区画 約80km  176 ４桁
第二次地域区画 約10km  4,885 ４+２桁 第一次区画の１辺を８等分
第三次地域区画



































































































Public Use Microdata files （PUMs）として提供されている。なお，ブロッ
ク・コードについては，商務省センサス局が開発し民間にも供用されてい
る地図情報システム（Topologically Integrated Geographic Encoding and 
















































































































































































































































対 し て そ の 担 い 手 で あ る 個 体 識 別 情 報 を キ ー と し た 横 断 面（cross 
sectional）あるいは縦断面（longitudinal）での個体ベースでの１対１リン
ク，すなわち完全照合の潜在的可能性を付与する。
（ⅰ）data bodyの横断面接合による変数次元の拡張可能性
異種の調査における同一個体に関するレコードを氏名等の直接的個体識
別情報あるいはそれから導出されたID番号等をリンクキーとして相互に
１対１でリンクさせることで新たなレコードを編成することができる。こ
れは，データの構造としては，同一のdata carrierが担っている異種のdata 
bodyの変数ベクトルの次元の拡張を意味する。data bodyの変数次元を拡張
することで得られた新たなデータセットは，まず統計の作成面では，例え
ば静態データと動態データのリンクによるこれまでにないタイプの統計情
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報を含めた追加的な統計情報の創出可能性を持つ。他方，利用面では，元
の各個票情報がそれぞれ保有していたその利用可能性を二重の意味で拡張
する。
その第１は，利用可能性の外延的拡張である。data bodyの変数次元の拡
張は，より広範な変数（調査項目）相互の交差的利用，すなわち，新たな
変数を組み合わせた多重クロス表の作表や回帰分析における変数選択の範
囲の拡張を可能にする。それは，既存の独立な単体的調査だけからはでは
得られなかったより広範な調査結果を提供することで，時空を貫き相互に
連関する社会的集団現象の諸側面（その総体を以下では統計把握空間と呼
ぶ）に対するより豊富な認識資料を提供する。新たなデータセットが与え
る利用可能性の外延的拡張は，統計把握空間に関してそれまでは得られな
かった追加的な統計的認識資料を提供することで，現実に対する認識の向
上に寄与する。
第２の利用可能性の拡張は，既存の統計的認識の質の改善への寄与であ
る。統計把握空間に対してより偏りの少ない認識を得るには，その構成要
素である個体に関する構造的変数要因を可能な限り統御（control）する必
要がある。種々の現実的制約から個々の調査がそれらを網羅的に調査項目
として採用することができない場合，得られる結果数字は自と偏りを持っ
たものとなる。例えば，複数の変数に共通に作用する第三の変数要因が存
在する場合，それの作用を統御していないことでしばしばみかけの相関が
発生する。また，回帰分析において，説明変数が従属変数に対して系統的
に作用を及ぼす変数を尽くしていない場合，結果的に残差項の中には系統
的変動要因が残存することになる。残差が系統的な偏りを含む場合，得ら
れた回帰推定値は偏りを持ったものとなる。個体ベースでのリンケージに
よって得られた拡張レコードが可能にする変数相互の新たな交差的利用可
能性は，この種の偏りの回避という意味で，分析結果の質の改善に貢献す
る。
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（ⅱ）data body情報の縦断的接合可能性
統計の把握対象である個人，世帯，企業あるいは事業所といった個体は，
もともと横断面と同時に時間軸という二つの方向性を持つ。それは，様々
なイベントを経験しつつ縦断的に変貌を遂げる存在でもある。そこでは個
体は，誕生しその時々において様々な社会的集団を構成しつつ，時代とい
う共通の場をくぐりながら，個々には時間の経過の中で着実に年齢（継続
時間）を重ね，そして最終的には消滅（死亡）に至る。それらは，決して
孤立した無機的存在ではなく，時空間の中でその時々に個体間で様々な関
係を取り結びつつ思考，行動し，その結果として社会的集団現象の諸側面
である統計把握空間を作り上げるそのような主体として存在する。
統計把握空間の時間的側面について，これまで統計は，それを一定期間
中に生起したイベントを集計した動態統計あるいは横断面データの差分に
よる比較という形で取り扱ってきた。これに対して，1960年代半ばにアメ
リカで，同一個体を時間の経過の中で継続的に追跡調査するという新たな
調査方式による縦断面データ（longitudinal data）が初めて導入された。こ
のような個体ベースで縦断面にリンクされたデータから構成されるデータ
セットは，パネルデータと呼ばれる。
国勢調査や事業所・企業統計調査のようなセンサスについては，ほぼ同
一の調査事項に関する調査が周期的に繰り返し実施されてきた。統計個票
が調査単位である個体をdata carrierとしており，センサスが全個体を対象
とする悉皆調査として実施されることから，このように反復実施される横
断面調査の調査単位を直接識別する情報あるいはそれから導出されたID
番号等をリンクキーとして，それぞれのdata bodyを構成する同一事項に関
する変数値を時間軸方向に相互にリンクすることによって縦断面のデータ
を編成することができる。このようにして編成されたdata bodyの各変数の
変数値は，時点という新たな次元の情報要素が付加されたパネルデータと
いうデータ構造を持つ7）。
data bodyを構成する各変数が時点要素を持つことから，それは，一回限
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りの静態調査による横断面データや反復的横断面データさらには集計量と
しての時系列データによっては実現できない新たな利用可能性を持つ。
上記のデータ形態に対するパネルデータの分析面での優位性の一つは，
時点間の位相要素を集団構成に組み込んだ動態集団類型の編成が可能な点
である。時点間の就業異動に基づく就業動態類型や住戸の所有形態の変化
を類型化した居住動態類型による各集団の属性分析や行動等に関する特性
分析は，同一個体について，複数時点の情報を持つパネルデータあるいは
パネル的調査項目を持つ横断面調査データを用いることで初めて可能とな
るものである。これは，横断面データのパネル化によるデータの分析可能
性のいわば外延的拡張といえよう。
パネルデータのもう一つの優位性は，分析結果の質に関係するものであ
る。統計把握空間を構成する個体あるいはグループの中には，個体やグル
ープに固有の特徴を持つ要因も存在すると考えられる。横断面データや時
系列データによる分析の場合，分析結果の中にはこのような個体差やグル
ープ差も分離不能な形で混在する。そのために，得られた推計値はそれら
の作用の結果として偏りを持ったものとなる。パネルデータの場合，同一
個体が継続的に調査されることから，統計調査によって観測不可能な変数
要素（図２の④）のうち個体に関して時間に不変な要因を統御，除去する
ことで，純粋に時間的変化の寄与分だけを抽出することができる。このよ
うな個体差に起因する偏りの排除という意味で，パネルデータは，これら
のデータ形態に対する優位性を持つ。
むすびにかえて
冒頭にも述べたように，本稿における分析は，二つの素朴な疑問から出
発している。一つは，統計あるいは統計学がこれまで暗黙の前提としてき
た集計量という観念の再検討に関係するものであり，もう一つは，静態量
の把握を目的とする統計調査が，調査時点現在で現実を写し取った一種の
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瞬間撮影であるとする理解である。前者は統計個票という統計の本源的形
態の意味を探ることに，また後者は統計以外のデータ表現と統計個票のデ
ータ構造とを比較考察することによって統計個票情報の情報特性を明らか
にするという本稿の分析方法に関係している。
個体に関わる調査結果そのものは，多次元の数値レコードとして表現さ
れる。そこで本稿では，統計の本源的形態である統計個票情報の特質に関
して，data carrierとdata bodyというデータ構造の側面から統計以外のデジ
タルデータと統計個票のデータ構造を比較しつつ，その特徴を考察してき
た。その結果，統計個票情報のdata bodyが調査単位に関する個体識別情報
というdata carrierによって担われていること，またその帰結としてdata 
bodyが潜在的に横断面，縦断面のリンク可能性（potential “relationality”）
を持つこと，さらには，地域メッシュ統計や統計GISが画像や音声といっ
た他のデジタル情報と統計との中間的性格を持っていることなどが明らか
になった。
標本数が限られている標本調査の場合，個票情報のリンク可能性は，あ
くまでも潜在的可能性にとどまる。なぜなら，特に小規模標本調査の場合，
同一の個体が異なる調査において調査客体として標本に選ばれる確率は殆
どゼロに等しいからである。その点で，本稿でいうリンク可能性は，むし
ろセンサス同士，あるいはセンサスと標本調査において現実的意味を持つ。
なお，このようなリンク可能性という調査個票データの情報特性は，単に
統計調査だけでなく，行政記録から得られるデータとのリンク可能性にも
拡張できるものである。
統計個票が持つ個体ベースでの潜在的なリンク可能性という統計情報に
特有な情報特性は，統計を個体すなわち調査単位のレベルで捉えることに
よって初めて析出できるものである。なぜなら，統計を集計量として捉え
る限り，この種の情報特性は集計値の中に埋没してしまっているからであ
る。このような個体視点によって初めて横断面，そして縦断面方向にdata 
bodyを拡張したデータセットの編成が可能となる。それは，統計作成面で
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は新たなタイプの統計整備の可能性を持つと同時に，利用面では，一回限
りの横断面調査データ，反復的横断面データ，そして時系列データといっ
た従来のデータにはない独自の利用可能性を持つ。その意味で，個体から
出発した場合の現実に対する認識像と集計量から出発した場合のそれとは
明らかに異なる。その点についての具体的な検討は，今後の課題としたい。
統計個票情報の情報特性について
426
注
１）デジタル画像データでは，トーン情報はビット数で表現される。例えばグ
ラデーション表現を必要としない単色（モノクローム）テキスト文書など
は，最小の１ビット（２1=２レベル）で各画素のトーンをデジタル化する
ことができる。通常の写真の場合，８ビット（２8=256レベル）程度で実用
に足るが，業務用のフル規格の画像データでは，一般に24ビット（２24 
=16777216レベル）が使用されている。
２）１秒間に30こま（/30fps：frame per second）以上であれば，比較的スムー
ズな動画が得られるとされている。
３）CTスキャン画像は，線源から照射されたX線の線量が検出装置によって受
信されるまでの減衰率を測定することでその構造を把握し，その測定結果
を画像化したものである。そこでは，骨格，筋肉，空気，血液等について
所定の減衰率が±1,000の範囲内のトーン情報として与えられていること
から，トーン情報としては，全体で2000以上のトーンレベルが求められる。
従って，医療用のX線撮影画像の場合，実用に足る解像度のレベルを得る
には，最低限でも10ビット（1024レベル）が必要となる。
４）音声の強弱を示す振幅を何段階で数値化するかはビット数で決まる。例え
ば，２ビットであればあらゆる強弱の音が２2=４段階で表現される。ちな
みに，専門家仕様の機材の場合には，一般に24ビット（２24=16777216レ
ベル）が使用されている。
５）現在，大都市圏域の一部について1/4地域メッシュが提供されている。
６）基本単位区は，学校区，町丁・字などの小地域についての調査結果を提供
するために平成２（1990）年国勢調査で初めて導入された最小の地域表章
単位である。街区表示方式による住宅表示地区では，基本単位区は原則と
して一つの街区に対応しており，それ以外の地域では，道路，河川，鉄道，
水路といった恒久的なオブジェクトによって境界が区分されている。平成
２年国勢調査以降，調査区の設定も基本単位区に基づいて行われており，
一般には２つ以上の基本単位区を合わせて一つの調査区が設定される。な
お，各基本単位区には９桁からなるコード番号が付けられているが，先頭
の６桁が町，丁あるいは字を示すコード（町丁・字コード）に対応してい
る。なお，平成７年国勢調査で初めて導入された町丁・字別集計は，それ
らを共有する基本調査区コードを持つレコードを集計することによって得
られる。（「統計表で用いられる地域区分の解説」http://www.stat.go.jp/
data/kokusei/1995/04-02.htm参照）
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７）ここでのdata bodyは，静止画像の連写による動画情報が持つ時間要素とい
うdata bodyの変数次元の拡張とは異なる。なぜなら，パネルデータの場合，
調査客体はその空間的位置とは無関係に一個の個体として，いわば定点観
測的に追跡，記録されるからである。ちなみに，風景を定点観測的に連写
する場合，被写体の時間的変化が各画素におけるトーンの変化，すなわち
data bodyの変化として対応する。しかしこの対応は，被写体がたまたま静
物であることによるものである。被写体自体が動体である場合，静止画像
の連写は，被写体という客体そのものの動きの追跡記録ではなく，データ
構造的にはdata carrierとしての各画素が各瞬間において担うdata bodyの
トーン情報が結果的に描く瞬間撮影の軌跡に他ならない。
〔付記〕本稿は，2008年11月11日に京都大学学術情報メディアセンターのセミ
ナーにおける報告「政府統計情報のSOCIAL ASSET的性格と統計データベー
ス」の一部に加筆したものである。
